
スマートメーター導入にかかるこれまでの経緯について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 2 月 

政府においてスマートメーター導入推進を決定 

「スマートメーター制度検討会報告書」をとりまとめ 

平成 23 年 11 月 

原子力損害賠償支援機構からの合理化要請を踏まえ、東電で準備していた当

初計画を全面的に見直し 

平成 24 年 3～4 月 

スマートメーター計量部仕様、通信仕様に関する意見募集（ＲＦＣ）実施 

（応募意見数：482 件、応募者数：88 社） 

平成 24 年 7 月 

「ＲＦＣを踏まえた仕様に関する基本的な考え方」を公表 

３原則に基づき仕様を全面見直し ①徹底したコストカット実現 

②外部接続性の担保（国際標準準拠等）

③将来的な技術的拡張可能性の担保 

平成 24 年 10～12 月 

・スマートメーター計量部の新仕様を開示（10 月） 

・「スマートメーター用通信システムに関するＲＦＰ」を開始（11 月） 

・「スマートメーター運用管理システムＲＦＰ」を開始（12 月） 

平成 24 年 11 月 

「スマートメーター戦略委員会」を設置（以降、7回開催） 

全社最適で検討するとともに、外部専門家として機構参与から技術的助言を

受ける体制を整備 

平成 23 年 11 月 

政府において導入目標を決定 

「今後 5 年間で総需要の 8 割をカバーすることを目標にスマートメーターの

集中整備を実施（平成 23 年 11 月・エネルギー需給安定行動計画）」 

【別紙 1-1】



ＲＦＰにおけるパートナー事業者選定プロセスについて 

通信システムＲＦＰ         運用管理システムＲＦＰ 

 ＜参加企業公募＞ 

・平成 24 年 11 月 19 日～27 日 

・応募企業数：33 社 

＜説明会実施、提案依頼書提示＞ 

・平成 24 年 12 月 14 日 

・参加企業数：30 社 

＜参加企業公募＞ 

・平成 24 年 12 月 17 日～25 日 

・応募企業数：27 社 

＜説明会実施、提案依頼書提示＞ 

・平成 25 年 1 月 17 日 

・参加企業数：20 社 

＜提案書締切＞ 

・平成 25 年 2 月 28 日 

・提出企業数：5社 

＜提案書締切＞ 

・平成 25 年 3 月 8 日 

・提出企業数：8社 

＜技術評価一次（書類審査）＞ 

・合格企業数：4社 

＜技術評価一次（書類審査）＞ 

・合格企業数：4社 

＜プレゼンテーション＞ 

・平成 25 年 3 月 26、28 日 

・参加企業数：4社 

・山口副社長、武部常務、機構参与他 

＜プレゼンテーション＞ 

・平成 25 年 4 月 2、4 日 

・参加企業数：4社 

・山口副社長、片岡常務、機構参与他 

＜機構参与との審査会＞ 

・平成 25 年 3 月 29 日 

＜機構参与との審査会＞ 

・平成 25 年 4 月 5 日 

＜スマートメーター戦略委員会＞ 

・平成 25 年 4 月 8、19、25 日 

・技術評価二次結果のとりまとめ・合格者につき価格開封、総合評価 

＜パートナー事業者との基本合意＞ 

・平成 25 年 4 月 30 日：取締役会・平成 25 年 5 月 1 日：基本合意 
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